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講評 
例年通り問題数が多く，かなりの計算が必要な問題もあり，時間内にやりとげ

るのは困難である。問題のレベルはほとんどが標準的なものであるが，□Ⅰ第 2
問のななめ方向のドップラー効果は慣れていない受験生もおり，また相対速度

を正確に考えなければならないので，やや難問である。合格ラインは 7 割くら

いであろう。 
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(a) 

1xx = でのばねの力の大きさが最大静止摩擦力より大きくな

らなければならないので， 
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正の向きに運動する時の振幅は 
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動摩擦力によって，失われたエネルギーは 
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